
　
雇
用
問
題

　

「
こ
の
ま
ま
で
は
昨
年
の『
派
遣
村
』よ
り
悪
化
」

　
旧
来
の
延
長
で
な
い
失
業
者
支
援
、

　
労
働
法
制
の
抜
本
的
な
転
換
を

　
「（
民
主
党
政
権
の
）緊
急
雇
用
対
策
は
、自
公
政
権
の
対

策
の
延
長
線
上
に
し
か
な
く
、昨
年
末
の『
年
越
し
派
遣
村
』

の
再
来
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
」――

日
本
共
産
党
は
厳

し
く
指
摘
し
、失
業
給
付
の
緊
急
延
長
な
ど
の「
緊
急
対
策
」

の
実
施
、労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正
を
求
め
ま
し
た
。派

遣
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、鳩
山
首
相
か
ら「
通
常
国
会
へ

の
法
案
提
出
を
め
ざ
す
」と
い
う
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
沖
縄
・
普
天
間
基
地
問
題

　

「
県
内
た
ら
い
ま
わ
し
は
、公
約
違
反
」

　
新
基
地
建
設
は
許
さ
な
い
、

　
対
米
従
属
外
交
か
ら
の
転
換
こ
そ

　
「
米
国
に
一
喝
さ
れ
た
ら
、公
約
を
覆
す
。こ
れ
で『
対
等

の
日
米
関
係
』と
い
え
ま
す
か
」――

日
本
共
産
党
は
、普
天

間
基
地
は
即
時
閉
鎖
し
、県
内
移
設
・
新
基
地
建
設
を
や
め

る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
11
月
８
日
に
は
、「
辺
野
古
へ
の
新

基
地
建
設
と
県
内
移
設
に
反
対
」を
か
か
げ
る
県
民
集
会
が

２
万
人
で
大
成
功
。世
論
と
運
動
を
さ
ら
に
広
げ
て
、基
地

の
な
い
平
和
な
沖
縄
と
日
本
を
つ
く
る
た
め
に
力
を
つ
く

し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

「
延
長
さ
せ
れ
ば
、さ
ら
な
る
混
乱
と
負
担
増
に
」

　
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、

　
た
だ
ち
に
廃
止
を

　

民
主
党
は「
混
乱
す
る
」と
い
う
自
公
政
権
と
同
じ
口
実

で
、廃
止
を
先
送
り
す
る
姿
勢
で
す
。し
か
し
、延
長
さ
れ
れ

ば
、制
度
に
組
み
こ
ま
れ
る
人
が
ふ
え
、保
険
料
引
き
上
げ

と
い
う
負
担
増
も
押
し
つ
け
ら
れ
ま
す
。そ
も
そ
も
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
で「
年
齢
に
よ
る
差
別
」が
も
ち
こ
ま
れ
た

こ
と
が
、い
ま
の
大
混
乱
の
お
お
も
と
に
あ
り
ま
す
。日
本

共
産
党
は
、た
だ
ち
に
廃
止
す
る
た
め
に
、国
民
の
み
な
さ

ん
と
力
を
あ
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
「
政
治
と
カ
ネ
」、解
釈
改
憲
の
動
き

　

鳩
山
首
相
の「
偽
装
献
金
」疑
惑
に
つ
づ
き
、小
沢
幹
事
長

の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
虚
偽
記
載
疑
惑
も
。国
会
で
徹

底
的
な
真
相
究
明
が
必
要
で
す
。

　
国
民
の「
政
治
を
変
え
た
い
」「
く
ら
し
を
守
り
た
い
」と

い
う
願
い
が
、自
公
政
権
を
退
場
さ
せ
ま
し
た
。し
か
し
、臨

時
国
会
で
、民
主
党
政
権
は
、労
働
者
派
遣
法
、後
期
高
齢
者

医
療
制
度
、沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
な
ど
自
公
政
治
か
ら
の

転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る〝
要
〞の
問
題
で
、選
挙
時
の
公
約

と
く
い
ち
が
う
、後
退
す
る
態
度
が
次
々
と
現
れ
て
い
ま

す
。日
本
共
産
党
は
、く
ら
し
、雇
用
、平
和
な
ど
で
の
国
民

の
願
い
に
こ
た
え
て
、政
治
を
前
向
き
に
打
開
す
る
た
め
に

全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

国会論戦で
ハッキリ

国民の立場から新政権の問題点をただし
　政治をさらに前へ動かす 日本共産党
日
本
共
産
党

日
本
共
産
党
国
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事
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所
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長
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ごあいさつ
　「普通に暮らしたいと思うこと
も許されない」。県民の皆さんの
こうした声を届けるべく、国会に
駆け上がる決意です。政権が変わ
るだけで、政治が変わるわけでは
ありません。ご一緒に力を合わ
せ、運動すすめ、政治を前に動か
していきましょう。その先頭に
立って全力をつくします。
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ブログで日々の活動を報告しています
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民
主
党
は
、「
官
僚
答
弁
の
禁
止
」「
政
治
主

導
」と
い
い
な
が
ら
、自
衛
隊
の
海
外
で
の
武

力
行
使
は「
違
憲
」と
し
た
内
閣
法
制
局
長
官

の
見
解
を
公
然
と
く
つ
が
え
さ
せ
る
し
く
み

を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。日
本
共
産
党

は
厳
し
く
反
対
し
ま
す
。

２
０
１
０
年
参
院
選  

埼
玉
選
挙
区
予
定
候
補

　
日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員
会
は
、
参
院
選
埼
玉
選
挙
区
の
予
定
候
補
に
伊
藤
岳
氏
を
決
定
し
、
発
表
し
ま
し
た
。


